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市政を問う（文責本人）市政を問う（文責本人）

問　
ホ
ッ
プ
栽
培
、
わ
さ

び
栽
培
、養
殖
ヤ
マ
メ
は
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

市
の
特
産
品
と
考
え
る
。

市
長
の
考
え
る
振
興
策
に

つ
い
て
。

市
長　

課
題
は
、
ホ
ッ
プ

で
は
人
手
不
足
、
後
継
者

不
足
。
持
続
可
能
な
生
産

を
目
指
す
た
め
に
、
新
規

就
農
者
育
成
事
業
や
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
、
確
保

育
成
に
努
め
て
い
る
。

　

わ
さ
び
の
販
売
に
つ
い

て
、
出
荷
量
、
出
荷
時
期

の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
含
め
て

営
業
戦
略
を
し
っ
か
り
立

て
れ
ば
伸
び
る
。

　

ヤ
マ
メ
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
と
意
見
交
換
し
て

方
針
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

イ
ベ
ン
ト
等
の
つ
か
み
ど

り
は
非
常
に
い
い
。
ブ
ラ

ン
ド
化
も
含
め
計
画
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
。

問　
営
農
組
合
の
組
織
化

が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

市
長　

集
落
営
農
組
織
を

作
っ
て
い
く
た
め
の
指
針

が
書
い
て
あ
る
。

問　
農
業
者
の
高
齢
化
は

ど
ん
ど
ん
進
み
、
こ
の
ま

ま
で
は
遠
野
市
の
農
地
は

荒
れ
放
題
に
な
る
。
そ
れ

を
救
う
唯
一
の
方
法
は
営

農
組
合
で
あ
り
法
人
化
と

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

す
る
市
の
支
援
は
全
く
進

ま
な
い
。
危
機
感
を
感
じ

ら
れ
な
い
。
本
気
に
な
っ

て
相
談
、
指
導
が
必
要
と

思
う
が
。

市
長　

市
と
し
て
も
集
落

営
農
、
法
人
化
は
生
命
線

で
あ
り
、
そ
れ
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
な

っ
て
い
る
。
遠
慮
な
く
相

談
に
来
て
い
た
だ
き
、
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

新田 勝見 議員 遠野市の特産品について遠野市の特産品について
　　　　　　市長の考えは　　　　　　市長の考えは
市長  品質が良く、安定供給ができ、
 　消費者の信頼を得るものと考える

営
農
組
合
の

　
　

組
織
化
は

集
落
営
農
組
合
と
は

　
「
集
落
」
を
単
位
と
し
て
、

専
業
農
家
・
兼
業
農
家
等

を
含
め
た
集
落
の
農
家
の
協

力
の
も
と
、
農
業
生
産
過
程

の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、

共
同
で
取
り
組
む
組
織
を
い

い
ま
す
。

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
は

　

家
計
と
経
営
が
分
離
さ

れ
、
経
営
管
理
が
徹
底
さ
れ

る
。

　
財
務
諸
表
の
作
成
の
義
務

化
に
よ
り
、
金
融
機
関
や
取

引
先
か
ら
の
信
用
が
増
す
。

　
幅
広
い
人
材
の
確
保
に
よ

り
、
経
営
の
多
角
化
な
ど
事

業
展
開
の
可
能
性
が
広
が

る
。

　
社
会
保
険
等
の
適
用
に
よ

る
従
事
者
の
福
利
の
増
進
。

　

農
家
の
後
継
者
で
な
く

て
も
、
構
成
員
、
従
業
員
の

中
か
ら
意
欲
あ
る
有
能
な
後

継
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
可

能
。 解 説

問　
災
害
発
生
時
の
行
政

の
対
応
は
。

市
長　

災
害
発
生
時
の
対

応
は
遠
野
市
地
域
防
災
計

画
の
災
害
応
急
対
策
計
画

に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

問　
災
害
リ
ス
ク
を
把
握

す
る
に
は
。

市
長　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
参
考
に
し
、
災
害
リ
ス

ク
を
把
握
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

問　
防
災
力
を
強
化
す
る

考
え
は
。

市
長　

市
内
11
地
区
で
地

区
防
災
研
修
会
を
開
催

し
、
防
災
意
識
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

更
新
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
か
。

市
長　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
平
成
29
年
８
月
に
全
戸

配
布
。
令
和
４
年
４
月
に

小
友
町
を
除
く
各
町
に
更

新
し
て
配
布
し
て
い
る
。

　

１
６
０
ヶ
所
の
土
砂
災

害
が
新
た
に
発
生
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
個
所
が
公
表

さ
れ
て
る
の
で
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
更
新
す
る
必

要
が
出
て
い
る
。

問　
河
川
、
橋
梁
等
の
安

全
は
。

市
長　

橋
梁
長
寿
命
化
に

係
る
一
巡
目
の
点
検
が
終

了
し
、
現
在
は
、
二
巡
目

に
入
っ
て
い
る
。
今
年
度

も
３
橋
の
補
修
工
事
を
実

施
し
た
。

問　
避
難
路
の
安
全
確
保

は
。

市
長　

生
活
に
身
近
な
道

づ
く
り
事
業
計
画
を
実
施

し
、
災
害
の
発
生
時
、
予

想
さ
れ
る
危
険
を
把
握
し

な
が
ら
、
適
宜
対
処
し
て

安
全
を
確
保
す
る
。

問　

減
災
の
取
り
組
み

は
。

市
長　

雨
水
を
調
整
す
る

田
ん
ぼ
ダ
ム
や
、
開
発
許

可
に
係
る
調
整
池
、
排
水

機
能
を
維
持
す
る
側
溝
の

見
直
し
等
も
大
事
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

問　
避
難
所
開
設
や
避
難

大型化している大型化している
　　　豪雨災害への備えは　　　豪雨災害への備えは
市長  災害に備え、研修、訓練を
 　　　　　　継続して実施している

の
状
況
は
。

市
長　

８
月
12
日
、
午
前

８
時
30
分
、
避
難
指
示
発

令
に
伴
い
、
指
定
避
難
所

と
し
て
市
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
青
笹
地
区
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。

問　

大
雨
の
被
害
状
況

は
。

市
長　

幸
い
人
的
被
害
は

無
か
っ
た
が
、床
下
浸
水
、

の
り
面
崩
落
、
倒
木
、
土

砂
流
入
等
の
被
害
を
確
認

し
た
。

問　
自
然
災
害
対
策
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
。

市
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
我
々

の
社
会
生
活
に
関
連
し
て

い
る
。
非
常
に
分
か
り
や

す
い
目
標
と
考
え
て
い

る
。

宮田 勝美 議員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
は
、「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
す
世
界

共
通
の
目
標
で
す
。

　

２
０
１
５
年
の
国
連
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
全
て
の
加

盟
国
が
合
意
し
た
「
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３

０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
中
で
掲

げ
ら
れ
た
、
２
０
３
０
年
を

達
成
年
限
と
し
、
17
の
目
標

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
（
世
界
中
に
あ
る
環
境
問

題
、
差
別
、
貧
困
、
人
権
問

題
と
い
っ
た
課
題
を
、
世
界

の
み
ん
な
で
２
０
３
０
年
ま

で
に
解
決
し
て
い
こ
う
、
と

い
う
計
画
・
目
標
で
す
。）

解 説

営農組合栽培の銀河のしずく

8 月12日 増水した河川

8月12日 路面を流れる雨水


